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 eq \o\ad(利用上の注意,　　　　　　　　　　)
１ はじめに
  この速報は、平成１３年１２月３１日現在で実施した平成１３年工業統計調査（経済産業省所管指定統計第１０号）の主要項目について本県分を集計したものである。
  調査結果の詳細については、本年１２月末に、「平成１３年工業統計調査報告書－静岡県の工業－」（確報）として公表する予定である。
  なお、この速報では従業者４人以上の全事業所について集計している。
２　集計項目の説明
（1） 事業所数

  平成１３年１２月３１日現在の製造業に属する事業所（国に属する事業所を除く）の数である。
  なお、事業所とは、一般に工場、製作所、製造所、加工所等と呼ばれているような、一区画を占めて主として製造又は加工を行っているものである。
（２）従業者数
  平成１３年１２月３１日現在の常用労働者数並びに個人事業主及び無給家族従業者数の合計である。
  なお、常用労働者とは、次のうちいずれかの者をいう。
ア　期間を決めず、又は１か月を超える期間を決めて雇われている者。
イ　日々又は１か月以内の期間を限って雇われていた者のうち、その月とその前月にそれぞ

  れ１８日以上雇われた者。
ウ　重役、理事などの役員のうち、常時勤務して毎月給与の支払を受けている者。
エ　事業主の家族で、その事業所に働いている者のうち、常時勤務して毎月給与の支払を受け

  ている者。
（３）現金給与総額
  平成１３年１年間に、常用労働者に対して決まって支給された給与（基本給、諸手当）及び特別に支払われた給与（期末賞与等）の額並びにその他の給与（常用労働者のうち雇用者に対する退職金又は解雇予告手当、臨時雇用者に対する給与、出向・派遣受入者に係る支払額、出向させている者に対する負担額等）の額の合計である。
（４）原材料使用額等
  平成１３年１年間における原材料使用額、燃料使用額、電力使用額及び委託生産費の合計で、消費税額を含んだ額である。
（５）製造品出荷額等
  平成１３年１年間における製造品出荷額、加工賃収入額、修理料収入額、製造工程から出た

くず、廃物の出荷額及びその他の収入額の合計で、消費税等内国消費税額を含んだ額である。

（６）粗付加価値額

粗付加価値額＝製造品出荷額等－原材料使用額等－内国消費税額
（７）付加価値額（従業者３０人以上の事業所）
付加価値額＝製造品出荷額等＋（製造品年末在庫額―製造品年初在庫額）＋

          （半製品及び仕掛品年末価額―半製品及び仕掛品年初価額）－

            原材料使用額等－内国消費税額－減価償却額
（８）有形固定資産投資総額（従業者３０人以上の事業所）
      投資総額＝取得額＋建設仮勘定の年間増減
３ 産業中分類
   産業中分類の名称については、工業統計調査用産業分類の中分類名を略したものを用いた。

                       eq \o\ad(産業中分類略称表,　　　　　　　　　　　　　)
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産業分類中分類

各産業における本県の主要製造品

12

食

料

品

(生)

食料品製造業

まぐろ缶詰、レトルト食品

13

飲

料

･

た

ば

こ

･

飼

料

(生)

飲料・たばこ・飼料製造業

緑茶、紅茶、荒茶

14

繊

維

工

業

(生)

繊維工業（衣服・その他の繊維製品を除く）

別珍、コールテン、綿糸染、組ひも

15

衣

服

(生)

衣服・その他の繊維製品製造業

羽毛ふとん、合成繊維帆布製品

16

木

材

･

木

製

品

(基)

木材・木製品製造業（家具を除く）

住宅建築用木製組立材料、特殊合板、造作材

17

家

具

･

装

備

品

(生)

家具・装備品製造業

宗教用具、木製棚、戸棚

18

パ

ル

プ

・

紙

(基)

パルプ・紙・紙加工品製造業

白ボール、雑種紙、その他の塗工紙

19

出

版

・

印

刷

(生)

出版・印刷・同関連産業

平板印刷物

20

化

学

工

業

(基)

化学工業

直接染料、香水、オーデコロン、医薬品製剤

21

石

油

・

石

炭

(基)

石油製品・石炭製品製造業

潤滑油、アスファルト舗装混合材、タール舗装混合材

22

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

製

品

(基)

プラスチック製品製造業

合成皮革、自動車用プラスチック製品

23

ゴ

ム

製

品

(基)

ゴム製品製造業

プラスチック製サンダル

24

な

め

し

革

・

同

製

品

(生)

なめし革・同製品・毛皮製造業

婦人用・子供用靴

25

窯

業

・

土

石

(基)

窯業・土石製品製造業

生コンクリート

26

鉄

鋼

業

(基)

鉄鋼業

機械用銑鉄鋳物、鉄鋼切断品

27

非

鉄

金

属

(基)

非鉄金属製造業

銅被覆線、アルミニウムはく、銅裸線

28

金

属

製

品

(基)

金属製品製造業

鉄骨、打抜・プレス機械部分品

29

一

般

機

械

(加)

一般機械器具製造業

木工機械、専用機

30

電

気

機

械

(加)

電気機械器具製造業

自動車用電球、エアコンディショナ

31

輸

送

機

械

(加)

輸送用機械器具製造業

その他の舶用機関、駆動・伝導・操縦装置部品

32

精

密

機

械

(加)

精密機械器具製造業

温度計（ガラス製）、光分析装置、医療用機械器具・同装置

34

そ

の

他

の

工

業

(生)

その他の製造業

ピアノ、プラスチックモデルキット

略           称�

 

 

 

（注）  工業統計調査用産業分類は、日本標準産業分類（最終改訂平成５年１０月）のうち大分類Ｆ－製造業に基づく。 
  なお、重化学工業と軽工業の区分については、中分類番号を○で囲んだものを重化学工業とし、それ以外を軽工業とした。
  また、産業３類型の区分については、略称末尾に（基）と記したものを基礎素材型産業とし、同じく（加）と記したものを加工組立型産業、（生）と記したものを生活関連型産業とした。

４　統計表に用いた記号の用法

「－（マイナス）」……負数であることを示す。

「     ｘ      」……１又は２の事業所に関する数値であるため、これをそのまま掲げると、個々の申告者の秘密が漏れる恐れがあるので秘匿した個所である。

５　その他
（1） 金額については、単位未満を四捨五入しているため、積み上げと合計が一致しない場合がある。
（2） 構成比については、端数を四捨五入しているため、合計が１００％にならない場合がある。
（3） 金額の比率については、万円単位で算定しているため、文中の億円単位の金額で 算定した    結果とは一致しない場合がある。

（4） この速報値は、後日公表する予定の「平成１３年工業統計調査報告書－静岡県の工業－」    （確報）及び経済産業省で公表する数値と相違する場合がある。
（５）「製造品出荷額等」を、一部で「出荷額等」と略記した。

６　問い合わせ先
    〒420-8601  

      静岡市追手町９番６号

      静岡県企画部経済統計室商工係
      電話 054-221-2240（直通）   FAX 054-251-7271

 eq \o\ad(調査結果の概要,　　　　　　　　　　)
 １　概況（従業者４人以上の事業所）







12年
13年
増減数
前年比

 eq \o\ad(事業所数,　　　　　　　)
1万5736事業所
1万4621事業所
1115事業所減
7.1％減

 eq \o\ad(従業者数,　　　　　　　)
46万1184人
45万4128人
7056人減
1.5％減

製造品出荷額等
16兆6108億円
16兆1452億円
4656億円減
2.8％減







平成１３年工業統計調査の集計結果は、上記のような動きをみせた。
事業所数は、前年比で７．１％減少し、１万４６２１事業所となった。
従業者数は、前年比で１．５％減少し、４５万４１２８人となった。
  製造品出荷額等（以下「出荷額等」という。）は、前年比で２．８％減少し、１６兆１４５２億円となった。
  また、出荷額等を実質（ 平成７年基準国内卸売物価指数（ 工業製品 ）でデフレート）で

みると、前年比で１．９％減少し、１６兆９２３７億円となった。

（第１表）
  事業所数は３年連続で、従業者数は１０年連続で、また、出荷額等は２年ぶりに減少した。 

                                                                      （第１図、第１表）

                         第１図  静岡県工業の推移（従業者４人以上の事業所）
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２ 事業所数（従業者４人以上の事業所）
従業者４人以上の事業所数は、１万４６２１事業所（前年比７．１％の減少）

全２２産業中、２１産業で減少

事業所数は、１万４６２１事業所で、前年より１１１５事業所減少（前年比７．１％減）している。
（１）産業別の構成をみると、「一般機械」（ １８４１事業所、構成比１２．６％ ）が最も大きく、
以下「食料品」（１７２１事業所、同１１．８％）、「金属製品」（１６６５事業所、同１１．４％）、「輸送機械」（１５４９事業所、同１０．６％）「電気機械」（１２１９事業所、同８．３％）の順で、これらの５産業で全体の５４．７％を占めている。
  前年と比較すると、同数の「石油・石炭」を除き、「一般機械」（１４９事業所減、前年比

７．５％減）、「食料品」（１３６事業所減、同７．３％減）、「電気機械」（１２４事業所減、

同９．２％減）等の２１産業で減少している。

                                         （第２図、第2-1表）
（2） 従業者規模別の構成をみると、「４～２９人」（以下「小規模」という。）（１万２１６８事業所、

構成比８３．２％）が最も大きく、次に「３０～２９９人」（以下「中規模」という。）(２２５３事業所、同１５．４％）、「３００人以上」（以下「大規模」という。）（２００事業所、同１．４％）   という順になっている。

  前年と比較すると、「小規模」（１０５１事業所減、前年比８．０％減）、「中規模」（６７事業所減、同２．９％減）、「大規模」（３事業所増、同１．５％増）となっている。

    （第3-1表）
（3） 市町村別の構成をみると、「浜松市」（２３７９事業所、構成比１６．３％）が最も大きく、

以下「静岡市」（１５２６事業所、同１０．４％）、「富士市」（１１３５事業所、同７．８％）の順で、市部が全体の７３．４％を占めている。
  前年より増加した市町村は、増加数の大きい順に「大仁町 」（９事業所増、前年比１４．５％増）、「川根町」（７事業所増、同２０．０％増）、「富士川町」（５事業所増、同７．８％増）等で、６町村である。
  一方、減少した市町村は、減少数の大きい順に「浜松市」（１６５事業所減、同６．５％減）、「静岡市」（１４１事業所減、同８．５％減）、「沼津市」（１１６事業所減、同１１．９％減）等で、６３市町村となっている。

                                         （第３図、第４表）
第２図  事業所数の産業中分類別構成比（従業者４人以上の事業所）
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第３図  事業所数の市町村別構成比（従業者４人以上の事業所）
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 ３　従業者数（従業者４人以上の事業所）
    従業者数は、４５万４１２８人（前年比１．５％の減少）

    全２２産業中、１５産業で減少



従業者数は、４５万４１２８人で前年より７０５６人減少（前年比１．５％減）している。
（1） 産業別の構成をみると、「輸送機械」（８万９２４４人、構成比１９．７％）が最も大きく、

以下「電気機械」（６万４４８６人、同１４．２％）、「食料品」（４万７４２３人、同１０．４％）、「一般機械」（４万５６５０人、同１０．１％）、「金属製品」（２万９８０６人、同６．６％）の順で、これら５産業で全体の６０．９％を占めている。
  前年より増加した産業は「輸送機械」（３０５５人増、前年比３．５％増）、「プラスチック製品」（８７０人増、同３．７％増）、「化学工業」（７５７人増、同３．２％増）等で、７産業である。

  一方、減少した産業は、「電気機械」（６７８４人減、同９．５％減）、「パルプ・紙」

（１４４８人減、同５．４％減）、「出版・印刷」（７３５人減、同５．９％減）等で、１５産業となっている。

                                                   （第４図、第2-1表）
（2） 従業者規模別の構成をみると、「中規模」（１８万２６４人、構成比３９．７％）が最も大き

  く、以下「大規模 」（ １４万３５３０人、同３１．６％）、「小規模」（ １３万３３４人、

  同２８．７％ ）の順となっている。
  前年と比較すると、「小規模」（４９５０人減、前年比３．７％減）、「中規模」（２６１１人減、同１．４％減）、「大規模」（５０５人増、同０．４％増）となっている。

        （第3-1表）
（3） 市町村別の構成をみると、「浜松市」（ ６万７０３６人、構成比１４．８％ ）が最も大きく、

以下「富士市」（４万３００人、同８．９％）、「静岡市」（２万７２６７人、同６．０％）の順で、市部が全体の７３．３％を占めている。
  前年より増加した市町村は、増加数の大きい順に「富士宮市」（１２２５人増、前年比８．０％増）、「竜洋町」（５９５人増、同８．７％増）、「御殿場市」（５８９人増、同６．９％増）等で、２５市町村である。

  一方、減少した市町村は、減少数の大きい順に「沼津市」（２７３９人減、同１０．９％減 ）、

「静岡市」（１８５８人減、同６．４％減）、「三島市」（１３７８人減、同１３．８％減）等で、４９市町村であった。               



    （第５図、第４表）

第４図  従業者の産業中分類別構成比（従業者４人以上の事業所）
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第５図  従業者の市町村別構成比（従業者４人以上の事業所）
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 ４　出荷額等、粗付加価値額（従業者４人以上の事業所）
    製造品出荷額等は、１６兆１４５２億円（前年比２．８％の減少）

    全２２産業中、１８産業で減少

    粗付加価値額は、６兆４２７１億円（前年比５．４％の減少）

    全２２産業中、１９産業で減少



製造品出荷額等は１６兆１４５２億円で、前年に比べ４６５６億円減少（前年比２．８％減）し、

  粗付加価値額は６兆４２７１億円で、前年に比べ３６６１億円減少（同５．４％減）している。
（１）出荷額等
ア　産業別の構成をみると、「輸送機械」（４兆３２８６億円、構成比２６．８％）が最も大きく、

以下「電気機械」（ ２兆６８３０億円、同１６．６％ ）、「化学工業」（ １兆４４４２億円、

同８．９％）、「一般機械」（１兆９５６億円、同６．８％）、「食料品」（ １兆６４４億円、同６．６％）、「飲料・たばこ・飼料」（１兆２１４億円、同６．３％）の順で、これら６産業で全体の７２．1％を占めている。
  前年より増加した産業は、「輸送機械」（２０１２億円増、前年比４．９％増）、「プラスチック製品」（１７０億円増、同３．２％増）、「化学工業」（３５億円増、同０．２％増）、

「精密機械」（１９億円増、同０．８％増）で、４産業となっている。
  一方、減少した産業は、「電気機械」（３７４４億円減、同１２．２％減）、「パルプ・紙」

（７１７億円減、同７．１％減）、「非鉄金属」（ ７０７億円減、同１４．１％減 ）等で、

１８産業となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第６、７図、第2-1表）
イ　産業３類型別構成をみると、「加工組立型産業」（ ８兆３５７２億円、構成比５１．８％ ）

が最も大きく、以下「基礎素材型産業」（４兆６９６２億円、同２９．１％）、「生活関連型産業」（３兆９１８億円、同１９．２％）の順となっている。
  前年と比較すると、「加工組立型産業」（１９２５億円減、前年比２．３％減）、「基礎素材型産業」（１７１９億円減、同３．５％減）、「生活関連型産業」（１０１１億円減、同３．２％減）のいずれも減少している。

                                                            （第８図）
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第６図  出荷額等の産業中分類別構成比（従業者４人以上の事業所）
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       第７図  主要産業の出荷額等の推移（従業者４人以上の事業所）
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ウ　従業者規模別の構成をみると、「大規模」（８兆３７３８億円、構成比５１．９％）が最も大

  きく、以下「中規模」（５兆７６５０億円、同３５．７％）、「小規模」（２兆６４億円、

  同１２．４％）の順となっている。
  前年と比較すると、「小規模」（９５２億円減、前年比４．５％減）、「中規模」（１６２１億円減、同２．７％減）、「大規模」（２０８２億円減、同２．４％減）のいずれも減少している。

（第3-1表）
エ　市町村別の構成をみると、「浜松市」（１兆９７５２億円、構成比１２．２％）が最も大きく、

以下「富士市」（１兆３３６１億円、同８．３％）、「磐田市」（１兆２５３５億円、同７．８％）の順で、市部が全体の７６．２％を占めている。
  前年より増加した市町村は、増加額の大きい順に「相良町」（４１２億円増、前年比

１３．９％増）、「裾野市」（１５８億円増、同４．０％増）、「大東町」（１３８億円増、

同４．８％増）等で、２４市町村となっている。
    一方、減少した市町村は、減少額の大きい順に「掛川市」（１０３６億円減、同１１．３％

  減）、「富士市」（６６９億円減、同４．８％減）、「豊岡村」（５５２億円減、同２２．４％減）

  等で、５０市町村となっている。

                                       　              　　　　　　（第９図、第４表）
第８図  出荷額等の産業３類型別構成比（従業者４人以上の事業所）
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第９図  出荷額等の市町村別構成比（従業者４人以上の事業所）
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（２）粗付加価値額
ア　産業別の構成をみると、「輸送機械」（１兆３５１４億円、構成比２１．０％）が最も大きく、

以下「電気機械」（１兆４０１億円、同１６．２％ ）、「化学工業」（８４０３億円、

同１３．１％）、「一般機械」（４８２０億円、同７．５％）、「食料品」（４３９５億円、

同６．８％）、「パルプ・紙」（３５５２億円、同５．５％）の順で、これら６産業で全体の

７０．１％を占めている。
  前年より増加した産業は、「輸送機械」（３３８億円増、前年比２．６％増）、「プラスチック製品」（２４９億円増、同１０．６％増）、「精密機械」（４億円増、同０．３％増）で、３産業となっている。
  一方、減少した産業は、「電気機械」（１８１３億円減、同１４．８％減）、「その他の工業」（５９０億円減、同２２．２％減）、「非鉄金属」（４３５億円減、同２６．２％減）等で、

１９産業となっている。                                        （第１０図、第2-2表）
イ　産業３類型別構成をみると、「加工組立型産業」（３兆１６６億円、構成比４６．９％）が

  最も大きく、以下「基礎素材型産業」（２兆１６０２億円、同３３．６％）、「生活関連型産業」

  （１兆２５０３億円、同１９．５％）の順となっている。
    前年と比較すると、「加工組立型産業」（１５８１億円減、前年比５．０％減）、「生活関連型

  産業」（９２６億円減、同４．１％減）、「基礎素材型産業」（１１５４億円減、同８．５％減）

  のいずれも減少している。                                                  （第１１図）
ウ　従業者規模別の構成をみると、「大規模」（３兆１９４億円、構成比４７．０％）が最も大

きく、以下「中規模」（２兆４８８２億円、同３８．７％）、「小規模」（９１９５億円、同

１４．３％）の順となっている。
  前年と比較すると、「小規模」（５９７億円減、前年比６．１％減）、「中規模」（４７９億円減、同１．９％減）、「大規模」（２５８５億円減、同７．９％減）のいずれも減少している。

（第3-2表）
エ　市町村別の構成をみると、「浜松市」（７３５９億円、構成比１１．４％）が、最も大きく、

以下「富士市」（５３８９億円、同８．４％）、「磐田市」（３９６２億円、同６．２％）の順で、市部が全体の７４．１％を占めている。
  前年より増加した市町村は、増加額の大きい順に「袋井市」（３５１億円増、前年比

２２．５％増 ）、「湖西市」（１９９億円増、同６．１％増）、「藤枝市」（９１億円増、

同４．８％増）等で、２７市町村となっている。
  一方、減少した市町村は、減少額の大きい順に「掛川市」（１１１５億円減、同２７．８％

減）、「裾野市」（５３１億円減、同３８．４％減）、「富士市」（４３１億円減、同７．４％減）

等で、４７市町村となっている。                      　　　　　　　（第１２図、第４表）

第１０図  粗付加価値額の産業中分類別構成比（従業者４人以上の事業所）
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第１１図  粗付加価値額の産業３類型別構成比（従業者４人以上の事業所）
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第１２図  粗付加価値額の市町村別構成比（従業者４人以上の事業所）
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 ５　１事業所当たり及び従業者１人当たりの状況（従業者４人以上の事業所）
    １事業所当たりの出荷額等は、１１億４２５万円（前年比４．６％の増加）

    従業者１人当たりの出荷額等は、３５５５万円（前年比１．３％の減少）


（1） １事業所当たりの従業者数は、３１．１人で前年より１．８人増加（前年比６．０％増）して

いる。産業別では、「化学工業」の１３３．２人が最も大きく、以下「精密機械」７２．１人、

「輸送機械」５７．６人の順となっている。
（第１３図）
（2） １事業所当たりの出荷額等は、１１億４２５万円で前年より４８６６万円増加（前年比４．６％増）している。産業別では、「化学工業」の７９億７８８３万円が最も大きく、以下

     「輸送機械」２７億９４４５万円、「精密機械」２３億５９１６万円の順となっている。
　（第１４図）
（3） １事業所当たりの粗付加価値額は、４億３９５８万円で前年より７８８万円増加（ 前年比

    １．８％増）している。産業別にみると、「化学工業」の４６億４２６７万円が最も大きく、

    以下「精密機械」１３億５０２７万円、「輸送機械」８億７２４２万円の順となっている。

（第１５図）
（4） 従業者１人当たりの出荷額等は、３５５５万円で前年より４７万円減少（前年比１．３％減）

している。産業別にみると、「飲料・たばこ・飼料」８９３９万円が最も大きく、以下

「化学工業」５９８８万円、「輸送機械」４８５０万円の順となっている。
　（第１６図）
（5） 従業者１人当たりの粗付加価値額は、１４１５万円で前年より５８万円減少（前年比３．９％

減）している。産業別にみると、「化学工業」の３４８４万円が最も大きく、以下「飲料・たばこ・飼料」２９０４万円、「精密機械」１８７２万円の順となっている。
（第１７図）
第１３図  産業中分類別１事業所当たり従業者数（従業者４人以上の事業所）
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    第１４図  産業中分類別１事業所当たり出荷額等（従業者４人以上の事業所）
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第１５図  産業中分類別１事業所当たり粗付加価値額（従業者４人以上の事業所）
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第１６図  産業中分類別従業者１人当たり出荷額等（従業者４人以上の事業所）
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第１７図  産業中分類別従業者１人当たり粗付加価値額（従業者４人以上の事業所）
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 ６　有形固定資産投資総額（従業者３０人以上の事業所）
    有形固定資産投資総額は、６２０５億円（前年比７．１％の増加）

    全２２産業中１３産業で増加



有形固定資産投資総額は、６２０５億円で、前年より４１３億円増加（前年比 ７．１％増）し

  ている。
  産業別の構成をみると、「輸送機械」（ １６１６億円、構成比２６．０％）が最も多く、以下

「化学工業」（ ８７７億円、同１４．１％ ）、「電気機械」（ ８７６億円、 同１４．１％ ）、

「パルプ・紙」（５８１億円、同９．４％）、「プラスチック製品」（３４８億円、同５．６％）の順で、これら５産業で全体の６９．２％を占めている。
  前年より増加した産業は、「飲料・たばこ・飼料」（ １６２億円増、前年比１３２．９％増 ）、

「プラスチック製品」（１３６億円増、同６４．１％増）等となっている。
  一方、減少した産業は、「電気機械」（５６億円減、同６．０％減）、「窯業・土石」（５０億円減、同２８．５％減）等となっている。                               （第１８、１９図、第１表）

                産業中分類別の有形固定資産投資総額（従業者３０人以上の事業所）
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第１８図  有形固定資産総額の産業中分類別構成比（従業者３０人以上の事業所）
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第１９図  主要産業の有形固定資産投資総額の推移（従業者３０人以上の事業所）
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 eq \o\ad(統計表,　　　　　　　　)
     この速報についてのお問い合わせ先

〒420-8601

静岡市追手町９番６号

静岡県企画部経済統計室

      電話  054-221-2240,2248

       FAX  054-251-7271
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